
                                  

 －つまずいてもハッピーエンドに－   ＮＯ．25 

 

  ○○ちゃんは、あんずの玄関から、なかなか中に入ろうとしませんでした。私は、ちょうど通り

かかったところでした。担当の先生とお母さんと、朝からけっこうな時間、入口で行ったり来たり

を繰り返していました。全体の流れもあり、その先生はクラスに戻るタイミングだったので、私は

そこからお役を交代しました。お母さんに聞くと、いつもあんずに来る前に寄っていたところが、

今日は閉まっていて、“いつもの流れ”で来れずに、クルマの中からグズグズしていたとのこと。

まあ、日々いろんなことがあります。○○ちゃんにとっては一大事。困っていたんでしょうね。 

さてと、どうやって本流(クラス)に連れて行こうか…。 

 “まずはこの膠着状態を和らげなきゃ”。ちょうど数日前に、○○ちゃんの通う幼稚園に訪問して

いたので、建物の中に入るかどうかはさておき、訪問した時の様子をお母さんに伝え始めました。

お母さんと私の話になったので、○○ちゃん、主役を奪われ拍子抜け？少しテンションが下がって

きました。自分が話題の中心ではなくなりましたからね。周りを眺める余裕なんか見せちゃって。

ちょっと力が抜けてきたところで、私の膝に誘うと乗ってきました。“よし！いける！”と確信。 

  次は、“やりとりができるくらいに落ち着かなきゃ”と思い、「ねえ、○○ちゃんお茶飲む？」と 

 問いかけます。○○ちゃんは「いらない！」と即答。「まあそう言わないでさ、待っててね」と、 

 お茶を入れて戻りました。○○ちゃんは待っていてくれました。待っていてくれたんです。本当に

嫌なら逃げちゃえばいいのに。きっとこの中途半端な状態を終わりにしたかったのかもしれません。 

“もう大丈夫だ。あとはきっかけだな”とゴールが見えてきました。お茶を飲み干すと、「は～」と

ため息をひとつ。生理的にも落ち着いてきたようです。すっかりペースはこちらに。そして柔らか

い風に変わってきました。おかわりに誘うと、返事は「いらない！」でしたが、持ってきたお茶も

グイグイと。気が付けば（もちろん意図して）玄関先に用意した椅子に座っている○○ちゃんがい

ます。「そろそろご飯だね」「今日はカレーだよ。見てみる？」の声かけに、またもや「食べない！」

のひと言。その言葉にひるむことなく、カレーの入った容器とお茶をトレイに乗せて、「これ○○

ちゃんの分だよ」と声をかけると、自分のカバンからスプーンセットを取り出そうとし始めました。

「ここじゃ食べにくいから、どこで食べようか？」とトレイを持った私が部屋に向かうような仕草

をすると、何も言わずに、靴を脱いで部屋に向かい始めました。部屋をのぞくとまだ活動中です。

「あれ、まだ終わってないよ。悪いけどさ、片付け手伝ってくれないかな」と部屋の扉を開けると、

自分から中に入って笑顔で片付けを手伝い始めました。カレーは、約束通り、さっきのトレイに置

いておいてもらい、食事の時にそのまま出してもらいました。ハッピーエンド‼ 

 

引っ張ってダメな時は引っ張らない。でも下がらない。落ち着くには一服は有効。言葉や言葉以

外の方法で会話を。次向かうべき道を形(見えるもの)にして見せていく。連れられて行くのではな

く、自ら一歩前に進めるような誘い方で。総じて、急がば回れ！やりとりしながら大きなタオルで

包み込まれるような気持ちになれるように。・・・できるのは、“あんず”みたいな場所だけです。

お家や外出先ではとてもやりきれません。人と場所と時間がなきゃ。だからここで、やりきります。 

つまずいても気持ちよく終わる経験、子どもも大人も明日につながりますね。（Ｈ３０．６）Ｋ 

 

 


